
 稗原小学校校庭に於いて地震体験できる車両に乗車し、阪神・淡路大震災、

東日本大震災、熊本地震、南海トラフなどで起こった揺れを実際に体験しまし

た。机と手すりがあり、椅子に座った状態で最大震度７の揺れを体感。机と手

すりを持っていないと耐えられないほどのリアルな揺れを体感しました。 

 １月６日には島根県東部でも震度５強の地震が発生しており、いつ発生す

るか分からない災害への備えの大切さや防災意識を高めるきっかけとなる体

験でした。 

 

稗原コミセン地域安全推進部の主催で救命救急講習会を行いまし

た。 

消防団員をはじめ、社会福祉施設職員、地区外在住の方など 14 名

の皆さんに参加いただきました。3 名の普及員からていねいで具体的 

 

 令和８年３月２９日（土）・３０日（日）岐阜県内試合会場に於

いて、YONEX CUP 全国中学校選抜ソフトテニス大会が開催され

ます。 

 南中学校からは９名。そのうち稗原地区から４名が出場しま

す。出場メンバーみんなで力を合わせて、日頃の練習の成果を

十二分に発揮してください。全国大会での健闘をお祈りします。 

  

出雲市立南中学校男子ソフトテニス部 

 

YONEX CUP 

全国中学校選抜ソフトテニス大会出場！ 
 

稗原地区の除雪路線は 59 あり、市内で最も長い総延長約 52 ㌔にもなります。1 回

の除雪で終わらず、後から後から降り積もる雪に対応するため、2 回目の除雪を始め

なければなりません。結果的には 2 回除雪した路線が 19 ありました。最も多いとき

は７班体制で除雪をしてきます。道路の幅や路線の特徴から機材を振り分け、指示し

ていくのが本部の役割です。嘉村建設、今岡興産、安喰工業の作業にあたっていただ

いた皆さん、長時間の作業本当にありがとうございました。 

選挙のための除雪で始まりましたが、結果的には週明けの月曜日の通勤、通学に大

いに役立ったのではないかと考えています。除雪の裏話も交えてのレポートでした。 
除雪対策本部設置時間…２月８日（日）6:00～19:30 、２月９日（月）6:00～12:00 

。 

な指導をしていただき、グループごとの実習では真剣な

中にも自分の意見を言える雰囲気があり、充実した講習

となりました。毎年、少しずつ内容に変化があり、こうし 

た講習を継続して受講する意義をあらためて認識したところです。地区内消防団の人数

は分団の再編に伴い、一年前に比べ少なくなったこともあり、誰もが救命救急ができるよ

うになっておくとよいと感じました。救急車が現場まで到着するのに 10 分から 15 分か

かります。この間の処置が命を救うことにつながります。講習の機会があれば、ぜひ、多

くの皆様に参加していただきますようお願いします。 

いずも 
トキファンクラブ 
登録してね！ 

 

2/15（日）稗原地区卓球大会（結果） 
 【優 勝】仏谷自治会  【準優勝】戸倉自治会   

【第３位】小学校チーム 

おめでとうございました！ 

小学生チーム 

今年も稗原地区卓球大会に出場！ 2/15（日）  

  

 

稗原小学校体育館に於いて稗原地区卓球大会が開催されました。 

今年も稗原小学校の３年生から６年生までの児童 10 名が出場しました。 

小学校で行われている校内卓球大会の成果もあってか、初出場の子どもた

ちは終始リラックスした様子で、地域の皆さんを相手に果敢に挑み、結果は

第三位。 

地域も賑わい、子どもたちの自信にもつながる卓球大会となりました。 

出場された選手の皆さん、大会関係者の皆さん、お疲れさまでした。 

地震体験車がやってきた！ 2/6（金） 

 

稗原幼稚園 節分会 2/3（火） 

 

救命救急講習会 2/1（日） 

衆議院議員選挙は異例の 2 月の投開票となり、有権者が投票に行くのに支障と

ならないよう主要道路の除雪についての指示がなされました。もしもの時のため

に稗原の除雪体制については、通常観測点で 15 ㎝超のところを 10 ㎝、午前 8 時

に除雪本部開設のところ、午前 3 時連絡、4 時除雪開始、6 時に除雪本部設置とい

つもより早く準備をする手はずになっていました。 

天気予報がほぼ当たり、予報どおりに降雪があり、しかも大雪警報が発令され

る事態となりました。その中で現場では機材を使った除雪を始めました。この日

はＪＡの冬季座談会も開催されましたが、ホワイトアウトに近い降り方は止むこ

となく、除雪したところにさらに新雪が降り積もっていきました。 

 

選挙投票日を襲った大寒波   

 

 

 稗原幼稚園に於いて節分会が行われました。 

 園児たちは先生から節分の由来を聞き、自分が退治したい心の中の鬼をみんなに発

表しました。 

その後、「鬼はそと！福はうち！」と豆まきをしていると鬼が登場。“好き嫌い鬼”

や“泣き虫鬼”、“うっかり鬼”など、自分の心の中の鬼も一緒に退治しました。 

鬼を退治した後には“福の神”が登場。鬼退治を頑張った子どもたちはご褒美にも

らった恵方巻（ロールケーキ）に願いを込めて黙々とかぶりつきました。 

稗原交流センター前除雪作業の様子 


